
困窮、障がい、犯歴などの生きづらさを地域
で支える ～同歩会/ふるさとの会の実践から
～

10月29日 10:30-12:00

2015年

渋谷キャンパス5301教室（5号館3階） ※会場は変更することがあります

秋山 雅彦氏

（NPO自立支援センターふるさとの会

／更生保護法人 同歩会）

講
師

就労支援、地域生活定着支援、「入口」・「出口」支援…な
ど罪を犯した人の社会復帰や再犯防止のための制度・施策が
相次いで整備されました。

対象者は地域を目指して帰ってきます。支援者は地域社会で
の定着をゴール、すなわち「支援終了」と想定しています。
その一方で、対象者の視点からは、今から始まる地域での生
活はどのように見えているのでしょうか？

困窮や孤立、生きづらさから罪を犯してしまった対象者を地
域で支える一つの取り組みを紹介したいと思います。

概
要

予約不要
学外の方も参加できます！

木


